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道教組の第２６回中央委員会が９月１４日（土）に行われました｡
中央委員会議案をもとに四つの討議の柱が立てられて、各単組・連
絡会からの発言があり、質疑・討論は進められました。
一つ目の柱は、「協力・共同の学校づくり、授業づくり、教育課

程づくり、職場づくり」。点数主義にのって、習熟度別に少人数指
導をやれと言ってくる。少人数では逆に練り合いが深まらない弊害
がある（後志連絡会）。夏の合宿研で話された網走教組の考える学
力とそれを広めていくことの大切さ（網走教組）。学力条例が制定
され、学力テストが行われる中、教育局や委員会は「学習規律（学
習する際の細かなルール）」の取組を進めてきている。机の上には
○○を置く。ノートには日付を付ける（全釧路）。
道徳の教科化が進められようとする中、評価は記述式になると言

われている。一つの答えしか導き出せないような研究授業も行われ
ている（全上川）。道徳で扱う「わがまま」とは？憲法と関連させ
て。個人が安心して要求を出せる社会が必要。もの言わぬ国民、そ
れを育てる教師が作られようとしている（日高連絡会）。
二つ目の柱は、「少人数学級・教員定数改善、教育条件整備、生

活と権利、賃金を守るとりくみ」。校長会や教育委員会からも不評
の根室の人事要領について、組合員数以上のアンケートが戻ってき
た。根室から別海へ通う女の先生は異動直後に妊娠していることが
分かったが、結局流産してしまった（根室教組）。
三つ目の柱は、「組織強化・拡大、憲法と民主主義、平和を守り

いかし、原発ゼロをめざすとりくみ」。「よりよい学校作りをしよ
う」という先生方のふだんの様子を見て組合に入ろうと思った（宗
谷教組）。忙しいが、青年のエネルギーを広げていきたい（宗谷教
組）。署名、宣伝活動などの高教組と共同した全身の取り組み（空
知教組）。矢臼別演習所の１５５ｍｍ榴弾砲の誤射事件で平和盆踊
りは熱くなったこと（全釧路）。原水爆禁止世界大会への参加し、
平和のありがたさを感じ、戦争や核兵器の恐ろしさを伝えていかな
ければと思った（檜山教組）。
四つ目の柱は、「専門部の取り組み」。各専門部から状況等がは

なされました。

★日 時 ２０１３年９月２８日（土） １０：００～１５：００

★場 所 網走エコーセンター（網走市北２条西３丁目３番地)

★内 容 午前～授業づくり実践 午後～学級づくり実践

※終了後、お茶会を予定しています！

★日 時 ２０１３年１０月５日（土） １３：００～１７：００
★場 所 オホーツク木のプラザ研修室３ (北見市泉町１丁目)

※基本的に全組合員の参加が必要です。参加できない場合は委任
状を提出してください。

※中央委員会終了後、北見市内で交流会を予定しています。たくさん
の参加をお待ちしております。


